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【はじめに】柔軟性に優れたポリマー導波路は、

多重積層化により高機能３次元光回路への展

開が期待される。[1] 今回、多層導波路形成

時のクラック発生問題を解決し、3 層導波路

間の光接続を可能とする 3 次元光スイッチを

提案し作製を行ったので報告する。 

【提案素子】提案素子は縦方向性結合器(VDC)

を図 1のように 3つ配置した 3層構造からなる

3×3 光スイッチである。屈折率変調のための

電極を 3つの VDCに設置することで、上中下

どのポートから入力しても全てのポートから

の出力が可能となる。解析上予想されるクロ

ストークは OFF/ON状態ともに約-28dB、スイ

ッチング電力は 14mWである[2]。 

【測定結果】入力は上層ポートから、ヒータ#1

による屈折率変調に対するスイッチング特性

を図2に、偏光および波長特性を図3に示す。

クロストークは OFF 及び ON 状態ともに約

-5dB、スイッチング電力は約 35mW であった。

偏光特性を含め解析結果との差は大きいが、

これは VDCの導波路間隔の誤差、アライメン

トずれであると考えら、これらの最適化によ

り特性向上が期待される。 
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図 1. 3層構造 3×3光スイッチの構造図 

 

 

 

 

 

 

図 2. 光スイッチング特性 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 偏光／波長特性 
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